
辺野古工事中止を求める声明 
 
「あられなく 陸から海から辺野古攻む 島中の花 咲き出す怒り」 
この短歌は沖縄歌人の玉城寛子氏が「歌誌くれない－辺野古を詠う」に発表したものだ。 

 
去る２月２４日に実施された沖縄の県民投票では投票総数の７１．７％（４３４,２７３票）が辺野古の基地建設

に反対の意思を明確に示した。 
反対票の民意は、在日米軍基地の７０％以上を押しつけられ、美ら（ちゅら）海を破壊される沖縄県民の怒りの

表明である。沖縄県内外を問わず、日本列島に住む私たちが辺野古新基地建設を自らの問題として真摯に考えると

きが来た。 
 
安倍政権による民意の黙殺、米軍基地を絶対化しての工事の強行が続いている。 
政府は辺野古工事を直ちに取りやめ、県民投票に示された民意を尊重するために沖縄県と真摯なる協議を開始す

べきである。これが民主主義のあるべき姿である。 
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